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研究成果の概要（和文）：口腔顔面痛の治療過程において、自律神経系の易変性が重要であることに気づき、自
律神経の調節機能を強化することによって治療成績が向上すると考えた。われわれは患者自身によるセルフケア
を最大限に活用する発想に至り、心拍変動バイオフィードバック法（以下HRV-BF）に着目した。 HRV-BFは非侵
襲かつ簡便で、労苦を伴わないため継続的に実施可能である。さらに、HRV-BFはSGRと同様に自律神経の調節機
能に作用すると考えられ、SGRの補完または代替治療として極めて有望である。しかも、新規治療マーカーであ
るDパラメーターを用いたHRV解析によって口腔顔面痛の治療過程における詳細な病態解析を行った。 

研究成果の概要（英文）：In the course of treatment of orofacial pain, they realized that the 
autonomic nervous system was susceptible to degeneration, and thought that strengthening the 
regulatory function of the autonomic nerve would improve the treatment result. We came up with the 
idea of making the most of self-care by patients themselves, and focused on the heart rate 
variability biofeedback method (hereinafter HRV-BF). HRV-BF is non-invasive and simple, and can be 
continuously performed because it does not involve labor. Furthermore, HRV-BF, like SGR, is thought 
to act on the regulatory function of autonomic nerves, and is extremely promising as a complement or
 alternative treatment for SGR. Moreover, detailed pathological analysis in the course of treatment 
of orofacial pain was performed by HRV analysis using D parameter which is a novel therapeutic 
marker.

研究分野： 歯科口腔外科

キーワード： 歯科心身医学

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、１）口腔顔面痛の治療成績の向上に貢献することである。口腔顔面痛患者のQOLは著しく低下
しており、患者・社会からの口腔顔面痛に関する研究・医療の発展を望む声は大きい。
次に、２）口腔顔面痛の治療過程における病態の解明に貢献することである。口腔顔面痛の病態解析は有効な手
法が存在しない。したがって、本研究によって得られる知見は口腔顔面痛に関する研究・医療に新たな視座を与
え、その発展のための大きな推進力となろう。また、疼痛治療をセルフケア主体とする試みは医療財政への負担
を軽減し、医療経済上も有益である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の意義は、（１）口腔顔面痛の治療成績の向上に貢献することである。口腔顔面痛患者
の QOL は著しく低下しており、患者・社会からの口腔顔面痛に関する研究・医療の発展を望
む声は大きい。したがって、本研究の成功は患者・社会にとって大きな福音となろう。次に、
（２）口腔顔面痛の治療過程における病態の解明に貢献することである。口腔顔面痛の病態解
析は有効な手法が存在しないため、本邦をはじめ諸外国においても停滞しているのが現状であ
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究によって得られる知見は口腔顔面痛に関する研究・医療に新たな視座を与え、その発
展のための大きな推進力となろう。これらの貢献は歯科領域にとどまらず、慢性疼痛を取り扱
う医科診療科に対しても益するところは大きいと考える。また、疼痛治療をセルフケア主体と
する試みは医療財政への負担を軽減し、医療経済上も有益であると考える。 
 
３．研究の方法 
（１）使用機器：心拍変動解析装置、心拍変動バイオフィードバックトレーニング装置、生

体情報モニター 
（２） 対象：徳島大学附属病院歯科口腔外科に来院した患者で口腔顔面痛、複雑局所痛症候

群と診断され、本研究に同意した者とする。不整脈、糖尿病、精神疾患の既往のある者は除外
する。  
（３）検査方法：初診・終診時に検査を実施する。時間帯は外的因子の影響が少ない午前中

とする。検査は歯科口腔外科外来処置室において実施する。室温は空調装置を用いて夏期は 24
－26℃、冬期は 18－22℃に管理し、照明は通常の室内灯とする。被験者を水平臥位にし、十分
に安静を保った上で、指尖部に心拍変動解析装置のセンサーを装着し、機器を作動させる。対
照については、治療は行わずに単回の検査のみ実施する。 
（４）治療方法：HRV-BF などを行う。 
（５）その他：治療ならびに検査の実施は結果の均一性を保つために、同一人物が行うもの

とする。除外診断には、画像検査と血液一般検査、血液生化学検査を行う。必要に応じて CT、
MRI などの画像検査を行う。とくに、舌痛症の除外診断には、血液一般検査、血清電解質、UIBC、
Glu、CRP の測定とガムテストならびに真菌の同定を行う。試験的に鎮痛薬や局所麻酔薬を投与
し、除痛効果の有無を診療録に記載する。本検査の対照として別に定める質問票を用いる。質
問票への記載は初診・終診時に行う。ただし、VAS への記載は毎回、疼痛ダイアリーへの記載
は終診まで行う。さらに、治療の度に理学所見を診療録に記載する。対照については、除外診
断に要する血液・画像・細菌検査は行わずに質問票への記載のみ実施する。 
 

４．研究成果 
 われわれは、心拍変動バイオフィードバック法（以下 HRV-BF）に着目した。HRV-BF は心拍変
動を利用する新しいバイオフィードバック法で、喘息・線維筋痛症などのストレス関連疾患（い
わゆる心身症）に対する有効性が報告されつつあるが、口腔顔面痛に対して実施された報告は
ない。HRV-BF は非侵襲かつ簡便で、労苦を伴わないため継続的に実施可能であり、セルフケア
として最適である。さらに、HRV-BFはSGRと同様に自律神経の調節機能に作用すると考えられ、
SGR の補完または代替治療として極めて有望であると考えられた。しかも、新規治療マーカー
である Dパラメーターを用いたHRV解析によって口腔顔面痛の治療過程における詳細な病態解
析も可能であった。既存のパラメーター値から Dパラメーター値を算出した。これらを疾患群
－対照群間で対比し、統計学的に検討を行った。 
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